
 

 

 

先日、クライアントである A 医院さんを訪問した際、『おか

げさまで、今月、開業から 10 年になります。お祝いにスタッフ

全員と食事に行こうと考えています！』とお聞きしました。 

 

A 医院さんは、スタッフの皆さんと院長先生の関係が良好

で、ヒトについての問題はここ何年もご相談を受けたことがな

く離職も減りました。また、スタッフ同士の関係も良好です。 

 

院長先生にスタッフのお話を伺うと、愚痴を並べる先生が

多い中で、この院長からは『よく頑張ってくれています』というコ

メントを始め、感謝の言葉が多く聞かれます。A 医院のスタッ

フさんが長続きする要因は、どうやらこの辺りにありそうです。 

 

ヒトの問題で困っている医院が多い中、A 医院さんのよう

な人間関係が良好な職場では、どのようなことを行っている

のでしょうか。実例として、今号にてご紹介させて頂きます。 

 

【①【①【①【①    スタッフに仕事を『任せる』（『丸投げ』ではありません）】スタッフに仕事を『任せる』（『丸投げ』ではありません）】スタッフに仕事を『任せる』（『丸投げ』ではありません）】スタッフに仕事を『任せる』（『丸投げ』ではありません）】    

Ａ医院さんは、今でこそヒトの問題はほぼ無いに等しい状

況ですが、開業当初から順調だった訳ではありません。 

開業当初は『何でも自分がやらなくては！』と院長先生が

自分で何でもやっていました（当時、スタッフに任せることが不

安だったと院長先生は仰っていましたが…）。 

開業からいるスタッフさんに当時のことを聞くと、『自分の思

った通りにならないとスタッフのせいにしていた』そうで、結局、

自分の能力・立場を基準にスタッフを見ていたため、『誰も自『誰も自『誰も自『誰も自

分のように仕事が出来ない！（自分一人だけ一生懸命頑分のように仕事が出来ない！（自分一人だけ一生懸命頑分のように仕事が出来ない！（自分一人だけ一生懸命頑分のように仕事が出来ない！（自分一人だけ一生懸命頑

張っている！）』張っている！）』張っている！）』張っている！）』と、イライラばかりしていたのです。 

 

当時、院長先生には、全て１人で出来る訳ではないのだ

から、ご自身の業務を「棚卸し（見える化）」「棚卸し（見える化）」「棚卸し（見える化）」「棚卸し（見える化）」して頂き、スタッ

フに任せられる業務は、どんどん任せるように提案し、そして、

重要なこととして、『任せ『任せ『任せ『任せる』のであって『丸投げ』をしてはいける』のであって『丸投げ』をしてはいける』のであって『丸投げ』をしてはいける』のであって『丸投げ』をしてはいけ

ないないないないということを重々お話しさせて頂きました。 

例えば、用事を依頼しておきながら、報告を受けても頼ん

だ本人が忘れている、結果についても興味がない…、仕事

をお願いされても、このような対応では頑張る気にもなれませ

んが、逆に、依頼された件については、結果をきちんと評価し

てもらい、アドバイスも含めて対応してもらえると、“院長の手

助けのお蔭”という実感が沸き、それがヤル気つながります。 

もちろん、院長がやった方が早いでしょうし、もっと満足のい

く結果になるかも知れませんが、そこは任せた以上、なるべく

自由に考えてもらい自信をつけてもらいましょう！という内容

でした。そして、院長は 10101010 年間それを実践年間それを実践年間それを実践年間それを実践されたのです。 

 

 

 

【②【②【②【②    具体的に具体的に具体的に具体的に「「「「感謝する内容」を口に出して言う】感謝する内容」を口に出して言う】感謝する内容」を口に出して言う】感謝する内容」を口に出して言う】    

皆さん「ありがとう！」が大切なのは重々ご存知と思います。

しかし、「いつもスタッフに『ありがとう！』と言っているのに反応

がイマイチ…。」という先生方もおられるかも知れません。 

もしかしたら、ありがとうを連発し『口癖』のように捉えられて

いるのかも知れませんし、普段の言動から院長の「ありがと

う！」が信じられないのかも知れません（よくある話です）。 

 

A 医院さんでも同じ壁にぶつかったことがあり、その際、

「『ありがとう』は続けて頂きますが、何に対して『ありがとう』な「『ありがとう』は続けて頂きますが、何に対して『ありがとう』な「『ありがとう』は続けて頂きますが、何に対して『ありがとう』な「『ありがとう』は続けて頂きますが、何に対して『ありがとう』な

のか、それを伝えるようにしましょう！」のか、それを伝えるようにしましょう！」のか、それを伝えるようにしましょう！」のか、それを伝えるようにしましょう！」とお伝えし、まずは、給

与明細を渡す際に、「今月は○○を頑張ってくれてありがと

う！」というようにしたのです。もちろん、それを言うためには、

普段からスタッフさんの動きを見ておかなければならず、院長

には、常に意識して実践してもらうようにしました。 

その結果、スタッフは院長が自分たちの頑張りを理解しよ

うとしていることが伝わり、院長もまた、自分が今まで知らな

かったスタッフの頑張りを知り、相互理解相互理解相互理解相互理解が深まりました。 

 

【③【③【③【③    スタッフの家庭環境・就業状況を頭に入れておく】スタッフの家庭環境・就業状況を頭に入れておく】スタッフの家庭環境・就業状況を頭に入れておく】スタッフの家庭環境・就業状況を頭に入れておく】    

過去の AMCP レポートでも幾度か触れましたが、職場で

の『自己重要感』『自己重要感』『自己重要感』『自己重要感』はスタッフのモチベーションを上げるために極

めて重要ですが、業務を通してだけではなく、それ以外の対

応でも、それを十分に感じてもらうことが出来ます。 

 

B 医院さんの院長先生は、スタッフさんの家族状況や、就

業状況を「スタッフカレンダー」「スタッフカレンダー」「スタッフカレンダー」「スタッフカレンダー」に付けており（もちろん、スタッフ

には内緒で）、スタッフの誕生日はもちろん、お子さんの入学

等があれば声を掛ける（ご祝儀を包むこともあります）、結婚

記念日等、何かスタッフにとって大事な日は、「早く帰ってい

いよ」、病気のお子さんがいる場合は、「大丈夫？無理せず

に…」等、必ず一声掛けるということを徹底されています。 

院長先生は、誰に教わった訳でもなく自分で始めたそうな

のですが、こういうことをされて嬉しくない人などいません。 

誰もが医院のために頑張り、誰かが急に休まなければい

けなくなった時のシフトも、皆で助け合ってカバーしています

（もちろん、自分から辞めるスタッフなど 1 人もいません）。 

 

【さいごに：３つの事例に共通することとは…？】【さいごに：３つの事例に共通することとは…？】【さいごに：３つの事例に共通することとは…？】【さいごに：３つの事例に共通することとは…？】    

 ①～③の内容そのものは、決して難しいことではありません

が、3 つの事例に共通して言えることは、『相手（スタッフ）を『相手（スタッフ）を『相手（スタッフ）を『相手（スタッフ）を

大切に思う“心”』大切に思う“心”』大切に思う“心”』大切に思う“心”』ではないでしょうか。やはり、これが無いと、

形だけ何年実践しても上手くはいきません。このような医院

にしたい！とお考えの先生は、是非ご参考にされて下さい。 
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